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2緊急海底地震観測

n 1月18日により設置を開始し、24日0
時(JST)から、全台で観測を開始

n 2月22-24日に短期観測型OBS26台
回収

第2期観測:全28地震観測点を用いた
約12.5 km間隔の海底地震観測網
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第1期観測:全34地震観測点による
約10km間隔の海底地震観測網

n 2月19日により設置を開始して、
2月21日12時(JST)には、全台
で海底観測を開始

n現在観測中(2024年4月現在)



3OBSデータを用いた緊急解析

観測点補正値を推定し、hypomh (Hirata and 
Matsu'ura, 1987)による初期震源(413個)

初期震源を用いて、hypoDD (Waldhauser and 
Ellsworth, 2000) による震源(397個)

fpfit(Reasenberg and Oppenheimer, 1985) 
による発震機構解(84個)

Nakahigashi et al., 2012, 
Tectono

震源決定の速度構造には
構造探査の結果を採用。

気象庁一元化リストに従い、M>2の地震を
検測し、震源の再決定と発震機構解決定

OBS25点と陸上観測点4点

観測期間中の一元化震源(M>2)



観測点補正値分布
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n 観測点補正値

P波 -0.636～+0.440 s, S波 -2.854～0.403 s
n 観測点補正値の分布と海底地形と相関があるように見える

時系列分布

現在、全ての地震の検
測が完了していないが、
時間および空間領域で
均等に解析できている。



全体としては
、東に行くほ
ど震源深度
が深くなる

最も深い地
震で、深さ約
16 kmとなっ
た。下部地殻
の上面は深
さ約14 km

No. =397

Depth 
0.525 - 16.3 
km

Mag.
2 - 5.2

5震源分布



断面図 6

日本海PJ断層モデルの
各断層に直交する断面
を作成した。

JMA震源との比較



海底地震計初動データによる発震機構解(暫定結果) 7

n DD法の震源位置と震源情報から、 精度のよい84個の発震機構解を求めた。
n規模の大きな地震では、横ずれ型に決定される場合が多い。

n F-netのCMT解と、押し引き分布とは矛盾しない。


